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主　管 ／ 長岡市栃尾美術館 長岡市教育委員会・長岡市
インド大使館、公益財団法人日印協会、NPO法人日印文化交流を盛り上げる会、新潟日報社、読売新聞新潟支局、朝日新聞新潟総局、
毎日新聞新潟支局、長岡新聞社、栃尾タイムス社、ＮＨＫ新潟放送局、ＢＳＮ新潟放送、Ｎ　Ｓ　Ｔ、ＴeＮＹテレビ新潟、ＵＸ新潟テレビ２１、
ケーブルテレビのエヌ・シィ・ティ、エフエムラジオ新潟、ＦＭ ＰＯＲＴ ７９.０、ＦＭながおか８０.７
ミティラ－美術館

月曜休館（7/21、8/11は開館、7/22は閉館）
開館時間：午前9時～午後5時（観覧券の発売は午後4時30分まで）7/1（火）は、11時よりオープニングセレモニー、その後開場。
観 覧 料：一 般 400円（300円）／大高生 200円（150円）／中学生以下無料 

長岡市栃尾美術館
〒940-0237 新潟県長岡市上の原町１－13  TEL.0258-53-6300  FAX.0258-53-6370  http://www.lib.city.nagaoka.niigata.jp/museum/

※（　）内は20名以上の団体割引料金

ガンガー・デーヴィー「上弦の月を喰べる獅子」



〒940-0237 新潟県長岡市上の原町１－13
TEL.0258-53-6300   FAX.0258-53-6370 
http://www.lib.city.nagaoka.niigata.jp/museum/

9月13日(土) ～11月24日(月・祝)

次回展覧会のお知らせ

長岡市栃尾美術館

関連イベント　

ミュージアムコンサート 「ストーン・ミュージック」
７月２０日 (日）午後2時～3時　　要観覧券
出演 ： 長谷川時夫（ヴォーカル、ルバーブ、作曲）

フクオカ タカマサ（バイオリン）
マイクビー（キーボード、シンセサイザー）、青山純子（太鼓）
田村光男（ストーンパフォーマンス）、山田修一（竹のパフォーマンス）

ワークショップ 
「手ごねスパイスせっけんをつくろう」
7月１３日（日）、８月１０日（日）
内容 ： スパイスを入れたミニせっけんを2個つくります。　　
時間 ： 各日①午前10時～正午②午後1時30分～3時30分　
定員 ： ①②とも先着15名（申込不要） 参加費200円

ART OF INDIA ミティラー美術館コレクション展 ７月１日（火）～８月31日（日）

●

●
●
●

JR長岡駅大手口11番線から見附経由栃尾車庫前行バス60分
（または同駅東口4番・5番線から栃尾車庫行バス45分）
「中央公園前」下車、徒歩15分。または終点「栃尾車庫前」下車、タクシーで5分
JR長岡駅東口からタクシーで20分
関越自動車道長岡I.CからR8長岡大橋経由、R351で40分
北陸自動車道中之島見附I.CからR8経由、R351で30分

● JR見附駅からタクシーで20分

石峠
トンネル

診療所

栃尾東小学校

栃尾南小学校

幹部
交番

夢を運ぶ鉄道画の巨匠

木村定男の世界

トークイベント 「インドのフォークアートの未来」
8月１７日（日）午後2時～3時　要観覧券　　
ゲスト ： ルチラ・ゴーシュ クラフツミュージアム館長
聞き手 ： 長谷川時夫 ミティラー美術館館長

ケンブリッジ大学で経済を学
ぶ。芸術経営を専門とし、
2010年、インド国内最大の国
立手工芸博物館であるニュー
デリーのクラフツミュージア
ム館長に就任.

「チャクラ」
ゴーダーワリー・ダッタ

「月に引かれる汽車」
ボーワ・デーヴィー

「馬」
メヤヴェラル・レンガサミー
ラミハ・タンガイア

ルチラ・ゴーシュ氏 プロフィール

( Ruchira Ghose )

　インドのミティラー画を日本国内で唯一所蔵するミティラー美術館から所蔵作品を借用し、「ＡＲＴ ＯＦ 

ＩＮＤＩＡ ミティラー美術館コレクション展」を開催します。

　ミティラー美術館は、廃校となった十日町市大池小学校の旧校舎を利用した美術館です。1982年の

設立以来、全国各地で作品を展示し、注目を集めてきましたが、2004年に発生した中越地震により、作

品や美術館の建物は大きな被害を受け休館、やがて、2006年7月に再度開館を果たしました。現在も完

全な復興までには至っていないため、インドから描き手を招いて新しい作品制作に力を入れるなど、完

全復興に向け活動を進めています。今年は中越地震発生から10周年にあたるため、復興祈願の思いも

込め、本展を企画しました。

　インド東部のビハ－ル州北部とネパール東南部一帯をミティラー地方と呼び、ミティラー画はこの地域

で生まれました。年中行事や儀礼が行われる際に、家の土壁に神々や儀礼の様子などを描いたもので

す。描き手は主に女性で、長い時を経て、母から娘に受け継がれました。本展では、ミティラー画をはじ

め、インド西部のマハーラーシュトラ州のワルリー画、マディヤ・ブラデーシュ州のゴンド画、馬や牛のテ

ラコッタ（素焼きの塑像）などのコレクションをご紹介します。

　日本から遠く離れたインドの人びとの描いた多彩な作品の数々を通して、インドの文化や人びとの暮ら

しを存分にご体感ください。
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